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自己紹介

株式会社ROUTE06 創業取締役
松本 均
ベイカレント・コンサルティング にてITコンサルタントに従事

楽天株式会社、ヤフー株式会社 にて、 
EC／広告システム／データプラットフォーム領域の設計・開発

ストライプデパートメント にて、執行役員CTO

Welby にて、執行役員／開発部長

ROUTE06 を共同創業、Acsim事業責任者（現職）



書籍 
『要件定義の極意』（翔泳社）

ROUTE06 Slide deck ROUTE06,INC. ALL RIGHTS RESERVED



政府調達における構造的な負のループ

IT団体連盟様から共有があった要望の背景を踏まえると『調達依頼の精度』が、

その後のプロセス全体に大きく影響していると考えています

調達依頼の曖昧さ 安全のための高額見積
IT知識の不足

要件定義を実施するコストが高い

納品できるか判断できない

利益が見込めない

見積時間も不足

調達での
見積でもスの要

を要件定義をに Iによる時間／見積を
業によるの増加

各省庁 ベンダー

特定ベンダーの実装ロックイン
仕様追加・作業の手戻りによる 
スケジュール遅延／コスト増

実装

発注者が評価できない
IT知識の不足

評価コストが高い

調達評価
でもコストで評価をに

ベンダー 各省庁
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政府調達における構造的な負のループ

IT団体連盟様から共有があった要望の背景を踏まえると『調達依頼の精度』が、

その後のプロセス全体に大きく影響していると考えています

調達依頼の曖昧さ 安全のための高額見積
IT知識の不足

要件定義を実施するコストが高い

納品 できるか判断できない

利益が見込めない

見積時間も不足

施策❶：調達業務でのAI活用
施策❷：要件見積にAI活用誰でも現状整理し、システムの要求

内容を整理し、要件定義を可能に AIによる時間短縮／見積精度を向上 
→中小企業による提案の増加

各省庁 ベンダー

特定ベンダーの実装ロックイン
仕様追加・作業の手戻りによる 
スケジュール遅延／コスト増

施策❹：設計／実装によるAI活用

発注者が評価できない
IT知識の不足

評価コストが高い

施策❸：調達評価にAI活用
誰でも低コストで評価を可能に

ベンダー 各省庁
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AI活用の全体像：デモンストレーション
現状の課題からAI導入後のプロセスまで
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AI活用による解決アプローチ → 調達業務全般、及びシステム開発におけるAI活用による変化

調達、システム開発にAIを導入することで、人依存の解消、調達業務全体の速度、品質向上を実現することができる。

【各省庁】

調達業務

【ベンダー】

見積前の提案 / 見積

【各省庁】

調達の評価

【ベンダー】

システム開発

手動での対応

個人の知識・経験

情報不足、かつ

時間不足

大量の

チェック項目で高負荷いままで 個人の知識、経験、ノウハウ

設計書

プロダクト

調達仕様書

AB市役所

見積前提案書

見積書

一次評価結果

判断を支援

AB市役所

AIが大量の

情報を解析

適切に提案／

見積作成

AIと対話で

調達仕様を

具体化

AIが、評価／

確認事項を

一次評価

AI活用による

開発の効率化AI活用

設計書 プロトタイプ

AIエージェント

過去の設計書仕様
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調達側 STEP 1：調達依頼書の作成

調達依頼に必要な質問をAIが適切に聞いてくる

答えた回答に合わせて、深堀り／相談が可能

定められたフォーマットに合わせて出力が可能

別紙：調達仕様書.pdf

AB市

AB市役所

AB市

AB市 電子申請システム

AB市 窓口DXシステム

AB市 AI活用推進基盤

従来: 2週間 → 3日。必要な事項を相談しながら進められるので調達依頼書の品質も向上
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ベンダー側 STEP 2：見積前のシステム提案書、及び見積書の作成

AIが大量の仕様を読み込み判断情報を整理

人とAIが適切に議論し見積書を作成

フォーマットに合わせた見積書の作成が可能

別紙：見積書.pdf

AB市役所

AB市

AI活用により見積精度と提案スピードを高めることで

少人数でも大規模システム開発案件への提案が可能となり入札機会の拡大につながる。
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調達側 STEP 3（1/2）：見積レビュー

事前に用意したレビューチェックリストを元に自動で

レビューを実施

チェックリストをベースに点数を付与

更に、ベンダーへの確認事項をリストアップ

AB市役所

見積書が大量、かつ複数あっても公平に定量評価が可能。追加確認事項も明確になり、リスクをヘッジ
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調達側 STEP 3（2/2）：評価

作成した見積レビューを

ベースに評価を指示

見積比較まとめレポートを作成。 
更に、それぞれの評価をExcelで比較できるように出力。こちらをベースに検討が可能

AB市役所

従来人力で確認していた項目を、10分程度で初版レビューが可能に。人は本質的な議論／比較に
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ベンダー側 STEP4：設計／実装にする

調達時の見積設計書 システム設計＆開発をAI活用
システムテストを


AIで効率化

ケースの自動生成・実行

調達で見積設計した情報をベースに、設計書作成、実装、テスト、プロジェクトマネジメントの効率化
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提言
短期・中期施策と期待効果

02

ROUTE06 Slide deck ROUTE06,INC. ALL RIGHTS RESERVED



ご提案

調達業務／評価におけるAI活用の導入 → クイックに効果を実現

調達向けAIエージェントの構築

パイロット案件での実証実験Proposal

ご提案 AI活用の基盤構築 → AIが活用しやすい状況に

AI活用のガイドライン

過去案件情報を活用可能に（RAG化）
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Be a Disruptor. Route the edge, 
Build the core.
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